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1 は じ め に

堆肥の特性を利用 した新 しい利用技術として,作物

の根圏のみを土壌改良する堆肥等の局所施用法があ

る。そこで,土壌の物理性改善に効果的な堆肥を利用

して,ネ ギの土寄せを行 う表層土のみを土壌改良する

ことにより,ネ ギの特性を利用した新たな商材 として

の短鞘ネギ (仮称)の栽培方法について検討 した。

短鞘ネギは,買 い物袋や冷蔵庫に入 り,使い切 リサ

イズで一般家庭向けの商材 として位置づけた。

2 試 験 方 法

(1)土壌改良効果 (試験 1)

短鞘ネギの栽培試験は,当 研究センター畑ほ場 (細

粒褐色森林土)で行つた。籾殻牛ふん堆肥 (水分 57%,

仮比重 037,現物あたり全窒素 053%,C/N比 287)
10t/10aを 4月 7日 に施用し,表層 10cmの 土壌 と撹

拌 した (図 1)。 土壌改良効果を比較するため,堆肥を

施用しない無処理区を設置 し,さ らに,長ネギ栽培の

対照区を設置 した。

供試品種に 「元蔵」コーティング種子を用いて,チ

ェーンポットCP303に 1穴あたり 1粒は種 した。春作

短鞘ネギは 1月 16日 には種 し,4月 7日 に うね幅 66cm

で定植 し,7月 8日 に収穫 した。秋作短鞘ネギは,春

作跡地ほ場において 6月 1日 は種,7月 28日 定植,H
月 15日 に収穫 した。長ネギはチェーンポットに 1穴あ

たり2粒は種 し,4月 7日 にうね幅 100cmで定植 し,8

月4日 に収穫 した。また,各区とも窒素成分で 20kg/10a

の有機入 り被覆肥料 (NPK:1310-10)を 定植後株元

施肥 した。

収穫後,短鞘ネギは軟自長 20cm以上,全長 45cm葉

数 4枚 に調整 した。長ネギは軟自長 30cm以上,全長

60cmに 調製 した (図 2)。

(2)は 種量の検討 (試験 2)

試験は,試験 1と 同一ほ場で,堆肥施用 2年 目のほ

場で行つた。は種量は,チ ェーンポット 1穴あたり 1

粒は種 した 1粒区と 1粒 2粒交互は種 した 15粒区を

設置 し,1月 21日 は種,4月 11日 定植,7月 11日 収

穫及び,2月 18日 は種,4月 26日 定植,7月 19日 収

穫の 2作型で検討 した。栽培方法及び調製方法は試験

1と 同様である。

3 試験結果及び考察

(1)土壊改良効果 (試験 1)

細粒褐 色森林 土にお いて ,籾 殻 牛ふ ん堆肥 を

10t/10a施 用 して表層 10cmを 上壌改良することにより,

土壌の全炭素,全窒素,ア ンモニア態窒素及び C/N比

が増lllした (表 1)。 また,土壌の気相率が増加 して土

寄せに利用する土壌の物理性が改善されたも

短鞘ネギの階級別重量割合は,堆肥施用区で LL及 び

Lク ラスの階級が多くなり,土壌改良による効果がみ

られた (表 2)。 しか し,春作の短鞘ネギの収量に堆肥

施用による差はみられず,各 区とも 10aあ たり 3tの

商品収量が得られた。秋作では,堆肥施用区で無処理

区に比べてわずかに lmあ たりの収穫本数が減少 した

が,10aあたり 3tの 商品収量が得 られた。

短鞘ネギは,長ネギに比べて軟自長が短いため土寄

せに必要な土量が少なく,う ね幅を 66cmにすると 15

倍のうね数を確保できる。そのため,lmあたりの収量

は長ネギの半分以下だが,10aあ たりの収量は長ネギ

の 7害1程度であつた。 しか し,春作短鞘ネギは定植か

ら収穫までの期間が 3か月であり,同一ほ場に秋作短

鞘ネギの栽培が可能であつた。そのため,2作 の合計
収量は 10aあ たり 6tと なり,対照区の長ネギに比ベ

て 10aあた りの収量が多くなつた。

(2)は種量の検討 (試験 2)

1月 は種では 1粒区の総収量及び商品収量が多く,2

月は種では 15粒区の総収量及び商品収量が多かつた

(表 3)。 1粒区の収穫本数は lmあ たり 19本 であり,

LLク ラスの階級が 50%以 上であった。15粒区の収穫
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本数は lmあ たり 26～ 30本であり,L及び Mク ラスの
階級が多かつた。短鞘ネギの市場評価で,7月 に需要
がある階級 として しクラスが最も望まれる調査結果か

ら,1月 は種では 1穴 あたり 1粒は種が適 し,2月 は種

では 1穴あたり 1粒 2粒交互は種が適 していると推測

された。

4 ま と め

短鞘ネギ栽培 において ,C/N比 28程 度の堆肥
10t/10aを 施用 して表層 10cmを 土壌改良することによ

り,土壌の物理性が改善され,軟 自部の肥大が良くな
った。短鞘ネギの収量は,春作,秋作ともに 10aあた
り 3tの 商品収量が得られた。1月 は種では 1穴 あたり
1粒は種が適 していたが,2月 は種では 1穴 あたり 1
粒 2粒交互は種が適 していた。春作短鞘ネギは定植後
3か月で収穫できるために,同 一ほ場に秋作短鞘ネギ
の栽培が可能であり,2作の合計収量は 10aあ たり 6
tと なるため,長ネギに比べて 10aあ たりの商品収量
が多くなった。

図2 短鞘ネギの外観 (左 :短鞘ネギ、右 :長ネギ)

(dS/m)     (g/kO (g/kO(mg/kgl ヽ
=kg) 

気相   液相   固相
封窒月巴力Lメ月         603     015     141     282     200     166      99       45       19       36

土壌分析は土壌改良を行つた表層土(土寄せ土壌)を採取して行つた。

図 1

収穫本数  総収量__     階級別重量害1合 (%)作型 処理区 商品収量 合計収量

春短ネギ  堆月巴施用

堆肥施用

無処理    177   37   43   24   24    4    5   38   63
春長ネギ  (対照区)  353   78   18   42   29    2    9   44
階級は軟自部の中央の太さがLL:20mm以 上、L:15～ 20mm、 M:13～ 15mm、 S:10～ 13mmとした。

表 3 播種量の違いによる短鞘ネギの収量 (試験2)_              (lm、 3反復調査 )

処理区 播種量 収穫本数  総収量 _    階級別重量割合 (%) 商品収量
(粒/穴) (本 /m)(kノm)  LL   L   M   s 規格外 (t/10a)

1月 1粒    1粒     19o   37   50   41    8    1    o   31
1月 15粒 1粒2粒交互  260   29   12   37   48   3   0   28
2月 1粒    1粒     187   28   54   37    9    0    1   25
2月 1 1粒2粒交互

階級は軟自部の中央の太さがしL:20mllt以 上、L:15～ 201nm、 M:13～ 15mm、 Sl10～ 13mmとした。

-246-


